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はじめに 

 現在、国内では、高度経済成長期にその後の人口増加を前提として建設された

数多くのインフラ資産や公共施設が老朽化し、各地で一斉にその更新時期を迎えて

います。その一方で、人口の高齢化による扶助費の増加などにより、今後は全国的

に厳しい財政状況が続くと見込まれており、公共施設等の維持補修・更新のための

財源を十分に確保することが困難となることが予想されています。また、少子化・人

口減少社会においては、住民の公共施設に対するニーズも従来から変化してきてい

ると考えられ、今後の公共施設等のあり方についても、改めて問われているところで

あります。 

 そのような状況の下、国は、平成２５年１１月に「インフラ長寿命化基本計画」を定

め、全国の地方自治体に対しては総務省から、その行動計画に当たる「公共施設等

総合管理計画」の策定を求められました。 

これを受け、本市においても平成２９年３月に「長久手市公共施設等総合管理計

画」を策定し、今後は、この計画に基づきながら各個別施設の維持・更新についても

計画立った適正な管理を行うこととなります。 

また、平成２９年度においては、総務省から「統一的な基準による地方公会計の整

備」が全国の自治体に要請され、本市において毎年作成している、財務書類（財務４

表）についても、平成２８年度決算分からは、この新たな基準に基づいて整備した固

定資産台帳を基に作成することになっています。 

そこで、この平成２８年度決算財務書類及び固定資産台帳の整備業務により得ら

れる公会計データを活用することで、より詳細なストック情報を具体化するなどして、

「長久手市公共施設等総合管理計画」についても平成２９年度中、更新版の策定を

予定しているところです。 

ただ、この更新版策定にあたっては、行政の力だけで進めるのでなく、計画づくり

に関しても、広く市民に関与してもらうことで、市の現状についての市民への情報共

有に寄与することのほか、市民の視点も計画の中に盛り込んでいくことが可能とな

るため、これらをねらいとして、同年度中に「公共施設のあり方検討市民ワーキング」

と題し、５回にわたり、市民に公共施設について考えてもらうためのワークショップ

を開催しました。 

このワーキングで得た市民の意見については、「長久手市公共施設等総合管理計
画」の更新版策定における参考とさせていただくのみならず、各個別施設の計画づ
くりにおいても、今後十分考慮しながら、真に市民の満足度向上に資するような行
政運営を推進していきます。 
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１ 公共施設のあり方検討市民ワーキングの概要



１ 公共施設のあり方検討市民ワーキングの概要 

（ワーキングの目的） 

市民が使う公共施設の今後のことを、行政だけでなく、市民と一緒に考え、その

結果を参考にし、「公共施設等総合管理計画」を更新する。 

（開催時期及び開催回数） 

平成２９年８月から同年１１月まで 計５回 

（ファシリテーター） 

名古屋大学大学院工学研究科 恒川和久准教授（詳細は、別紙１のとおり） 

（運営協力） 

名古屋大学恒川研究室学生 ８人 

（参加者延べ人数） 

 ８８人 

（開催内容等） 

 別紙２のとおり 



ファシリテーター プロフィール 

名古屋大学大学院工学研究科 准教授 

恒川
つねかわ

 和久
かずひさ

 氏 

（ 略 歴 ） 

・名古屋大学工学部建築学科卒業 

・大林組東京本社設計本部勤務 

・名古屋大学工学部建築学科助手、同講師を経て現職 

・公共施設マネジメント分野の第一人者であり、関連著書多数。県内市

町村(名古屋市、豊川市、西尾市、蒲郡市、田原市、知立市など）におい

ても総合管理計画や適正配置計画のアドバイザー、講演等多数実績あ

り。 

（ 資 格 ） 

・一級建築士 

別紙１ 



【第１回】 8月26日（土）午後

テーマ：現状に関する情報共有

講義「公共施設を取り巻く現状について」／

講義「本市の公共施設等について」／長久手市総務部財政課

グループワーク「公共施設を考える上での

【第２回】 9月24日（日）午前

テーマ：現場の確認

老人憩の家、まちづくりセンター、集会所

現場確認を踏まえた意見交換

【第３回】 10月14日（土）午後

テーマ：課題の抽出

振り返り

グループワーク「性質別の施設分類」 …

グループワーク「優先検討事項の抽出」

【第４回】 11月11日（土）午後

テーマ：課題に対する提案

振り返り

グループワーク「課題に対する提案の検討
計画の基本方針を市民により検討

【第5回】 11月26日（日）午後

テーマ：総まとめ（結論）

振り返り

グループワーク「公共施設に関する提言の
グの成果として提言を作成

公共施設のあり方検討市民ワーキング

午後1時30分～午後4時30分 参加

ワーキング 日程 

４象限に分類

課題を抽出

参加:1８人 

別紙２ 



２ 公共施設に関する提言（ワーキングのまとめ） 



２ 公共施設に関する提言（ワーキングのまとめ） 

全５回のワーキングを踏まえて、最終回では市民の手によって市公共施設等総合

管理計画に対する市民の提言として、このワーキングの結論を考えてもらい、最終

的に名古屋大学恒川研究室監修のもと、具体的に以下のとおりまとめました。 

１ 「市の顔」となるような魅力ある拠点の整備

今後更新が見込まれる市役所を始めとした大きな施設の整備にあた

っては、単に必要な機能を考えるだけでなく、市民のいこいの場、交流

の場となるような空間づくりに配慮し、市民も職員も誇れるような「市の

顔」とも言える魅力ある拠点として整備する。そして、それを交通や商業

の中心と繋げることで、長久手市の中心を作る。また、文化の家や福祉

の家など、既存の大きな施設について、今後もその魅力が市の枠を超

えて最大限に発揮されるよう活用する。  

（ファシリテーターのコメント）  

整備にあたっては、コストメリットが出る場合や、相乗効果によって施設の魅力向

上が期待できる場合に、それらの施設の「複合化」を検討するとよい。  

また、本市同様、近隣他市町にも魅力的な施設がたくさんある。これらの施設も

長久手市民が気軽に利用できるようになるため、「自治体間連携」のメリットを打ち

出していくことも重要な課題となりうる。  

そして、市の拠点整備の中でも、行政機能の核となるのが、「市役所」だろう。市

役所の整備から始まる長久手市の拠点づくりを期待したい。  



２ 誰もがふらっと立ち寄り、フラットに使える施設の

整備

利用者の性別や年齢、施設の用途などの制限を取り払い、フラットに

することで、それぞれの地域に今ある小学校区単位での共生ステーシ

ョンや字名単位での集会所、児童館、老人憩の家といった拠点の機能

や立地を整理し、市民の誰もが自由気軽にふらっと集まることができる

小規模多機能な地域拠点を整備する。  

（ファシリテーターのコメント）  

上記の地域単位での拠点整備を考える上で、このワーキングでも毎回話が上が

った集会所などの「管理主体の問題」がある。いつもは鍵がかかっていて、使い勝

手が悪いとの声が多く、誰がどのように管理するのかということについては、地域

ごとの実情も考慮しながら、市民とともに個別に検討していく必要があるだろう。  

３ 使い勝手の向上を目指した施設情報の見える化や

柔軟な運営

市が保有する施設の情報を集約して公開することで、市民が気軽に

わかりやすく施設を利用することができるようにする。また、一定の用

途しか連想されないような施設名称を、様々な使い方が期待できる名

称に変更する。そして、現状の使われ方の状況や情報を踏まえて、施設

の運営を柔軟に行う。  



（ファシリテーターのコメント）  

施設の管理は様々な部署で行われており、情報も点在している。これらをまとめ

て市民にわかりやすく発信することは、施設の使い勝手の向上につながるといえ

る。 ほかにも、これまでの議論の中で、施設の駐車場不足が課題となっており、一

定の台数の確保が不可欠といった意見があり、このこともよく考える必要がある

だろう。  

４ 全施設を計画的、総合的に管理する市長直属の強

力な推進体制の整備

部署の壁を越えて施設を管理するための推進体制を整備し、全施設

の整備方針について、更新、維持管理・長寿命化、他施設での代替えな

ど、積極的な情報公開をし、市民参加の機会も持ちながら、公共施設

の総合的な管理運営を計画する。必要なものは建て替えるが、他の施

設は良い状態で長く使ったり、代替可能な場合は民間や大学、他自治

体の施設をうまく利用したりすることで、自治体の負担するコストを最

小限に抑える（選択と集中）。  

（ファシリテーターのコメント）  

他の自治体では、全市的に既存の資産を、ただ管理するにとどまらず、これらを

活かして積極的な経営戦略を打ち立てることによって、市の具体的な政策実現に

うまくつなげている所もある。そのためには、強力なリーダーシップや推進体制が

必要不可欠だ。 また、長久手市には、市所有以外にも商業施設、県有公園、大学施

設などの資源が豊富であり、これらを積極的に活用していかない手はないだろう。  



３ 各回開催結果（ニュースレター） 



３ 各回開催結果（ニュースレター） 

このワーキングの各回の様子や流れとともに、詳細結果をニュースレターにまと

めて参加者はじめ市民の皆様にお伝えしてきましたので、参考に掲載します。 

（添付資料） 

・ニュースレター（第１回～第５回） 



















 ８月から開催している公共施

設のあり方検討市民ワーキング

もついに今回で最終回！これま

で全５回にわたり展開された幅

広い議論を、参加した市民全員

の手でまとめあげていく作業は

至難を極め、みなさんの市や公

共施設に対する熱い想いが飛び

交って、ワーキングの盛り上が

りも最高潮に達しました！！ 

 これまでのように意見をただ言い合うだけでなく、参加者全員が提

案をまとめることをしっかりと意識して真剣に取り組む姿、会場全体

の雰囲気は、まさに「市民参加のまちづくり」の現場そのものでし

た！ 

《プログラム》 

あいさつと振り返り １３：３０ 

グループワーク① １３：４５ 

提言内容案の検証 

グループワーク② １５：００ 

公共施設に関する提言の

作成 

結果発表・総評 １６：１０ 

お礼・記念撮影 １６：２５ 

第５回 公共施設のあり方検討 

  市民ワーキングが開催されました 

  2017年11月26日(日)13:30～16:30 【参加：２３ 人】 

News Letter No.5 長久手市総務部財政課

★ 「公共施設に関する提言」を作成しました！ 

★ グループワークの内容 

後半は、それぞれ自分の関心があるテーマごとに集まり、これまでの意見を

まとめて、「公共施設に関する提言」を作成する作業を行いました。各班それ

ぞれの手法で、これまで出た意見を丁寧に紡ぎながら、公共施設のあり方を考

える上で、その論点の核を見いだしていきました。 

市民にとっての本当の施

設の使い勝手とは… 

やはり、公共施設全体をマネジメントする

専門の組織が必要だ！ 

同感！ 



★全てのワーキングを終えて…（総評） ★グループワーク結果 

※みなさんが検討したそれぞれの提言内容は、名古屋大学恒川研究室

監修のもと最終的にとりまとめ、市公共施設等総合管理計画更新版の作成

にあたり、参考意見とさせていただきます。 

 このワーキングを通じて、皆さんが公共施設全体のこと考えるきっ

かけになっただけでなく、施設ごとの様々な課題や現状をご理解され

たと思います。 

 また、具体的な課題解決については、今後施設ごとに考えていく必

要があるでしょう。 

誰もが「ふらっと」 

「フラット」に使える施設

まちの中心となる大

きな施設は、複合化や連携
を活かして市民のメリットを

最大限に… 

公共施設を総合的に

管理する組織体制が
まず必要だ！！

施設情報の見える化!

（事務局から） 

 今後みなさんの意見を踏まえて、公共施設等総合管理計画を見直していきま

すが、次は、具体的に「市役所」にテーマを絞ったワークショップの開催も予

定していますので、皆さん積極的にご参加ください。 


